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　2008 年 6 月、国際エネルギー機関（IEA）は、｢ エネルギー技術展望 2008 (ETP2008)｣ を発表した。
G8（主要国首脳会議）からの要請に応えたもので、2050 年までに世界全体として実現すべきエネルギ
ー技術の展望を、2 段階のシナリオを用いて提示している。必達すべき ｢ACT MAP シナリオ ｣ は、実現
性の目途が得られた技術を用いて世界の2050 年のCO2 排出量を2005年レベルに戻すことを目標とし、
2050 年までに必要となる追加投資額を 17 兆米ドルと見積もっている。さらに目標を強化した ｢BLUE 
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｢ACT MAP シナリオ｣ である。これは、既存あるいは
実現性の目途が得られた技術を用いて、世界の 2050













これは全世界の GDP の 0.4％に相当する額である。
　｢ACT MAP シナリオ｣ を踏まえてさらに目標を高く
設定したもう一つのシナリオとして、｢BLUE MAP シナ













的費用は、商業化を想定しても200 ～ 500 米ドルと、

























石炭ガス化複合発電システム（IGCC) 産業部門の CO2 回収隔離技術、水素および燃料転換
石炭超々臨界発電（USCSC) 産業部門モーターシステム
第二世代バイオ燃料 　－
